
2026年度 第 3回 6月期定例番組審議会議事録 

 

１．開催の日時  2026年 6月 10日（水） 

 

２．開催の場所  栃木放送本社会議室 

参加できない委員には資料を送付して番組をお聞きいただき、意見・感想を返信してもら

う形式で開催。 

 

３．委員の出席  委員総数 9名 

返信総数 1名 

出席総数 7名 

出席委員名 委員長 増田仲夫 

 委員 竹内明子 

 委員 高橋久夫 

 委員 小川俊彦 

 委員 井出智子 

 委員 北條俊明 

 委員 白石智子 

 委員 桐生典夫 

   

 

４．議   題 

（１）「作家・立松和平が伝えたかったこと～鉱毒悲歌と黄ぶな物語～」 

放送日 2026/5/17 日曜日 10:00～11:00 

 

（２）その他 

 

５．議事内容 

（１）「作家・立松和平が伝えたかったこと～鉱毒悲歌と黄ぶな物語～」 について 

番組視聴：放送した番組を各委員に送付して試聴して頂きました。 

 

番組概要 

宇都宮市出身の作家、立松和平（1947～2010）さんが６２歳の若さで亡くなってから２

０２６年で１５年の月日が経過しました。 

生前、立松さんは自然保護や環境問題に強い関心を持っていました。その原点は彼のルー

ツと言える「足尾」にあります。本格的な作家活動に入る前の 20代の頃から足尾鉱毒問

題をテーマに、仲間たちと映画製作を行っていました。 

その映画は『鉱毒悲歌』。資金不足等で陽の目は見たものの、完成度が低く２回の再編集

を経て２０１９年にようやく完成しました。しかし、完成したものの新型コロナウイルス



の流行に伴い、上映する機会が失われていました。 

その一方で、立松さんの数多くの作品の中に、疫病退散を祈る宇都宮市の郷土玩具「黄ぶ

な」を題材にした絵本「黄ぶな物語」があります。 

「黄ぶな物語」は、黄ぶな伝説から着想を得て書かれた、自然破壊を続ける人間に警鐘を

鳴らす物語です。新型コロナウイルスが猛威を振るい、感染拡大で黄ぶなが大きな話題に

なる中、「黄ぶな物語」の絵本が２０年ぶりに新装改訂され、絵も初版に続き、立松さん

の長女で画家の山中桃子さんが担当しています。 

新型コロナウイルスや世界的な環境破壊問題、気候変動等、未来の姿を予見したような立

松さんのテーマは今も古びていません。そこで番組では映画と絵本の製作過程等を基軸に、

映画をプロデュースした元参議院議員の谷博之さん、立松さんの長女の山中さん、絵本の

企画した坂本道子さん等関係者や、生前の立松さんへのインタビュー音源等を交えながら、

立松さんが何を伝えたかったのかを探っていきます。 

出演 

① 映画のプロデューサーである元参議院議員の谷博之さん 

② 映画製作委員会のメンバーで絵本を企画した坂本道子さん 

③ 立松さんの長女の山中桃子さん 

④ 映画を監督した戸崎嘉博さん 

⑤ 山岳雑誌『岳人』元編集部員の原田拓哉さん 

⑥ 生前の立松さんへのインタビュー音源 

 

各委員からは 

○大変重厚で、現代社会や世界情勢について深く考えさせられる非常に良い番組です。 

経済発展や資本主義の裏で深刻な公害が生じること、そして富の集中や格差が広がる現代

において、立松さんたちが取り組んできた「心の中に木を植える活動」を見直すことは大

変意義深いと感じます。こうした大切な内容をより多くの人に伝え続けていく必要があり

ます。しかし、世の中の関心の移り変わりが早く、新しい言葉や流行に乗り切れないと伝

わりにくいという難しさもあります。新聞やラジオなどのメディアとして、今の社会に合

わせた構成や伝える工夫を凝らしながら、広く届けていくことが重要だと思います。 

 

○全体的に番組の内容は非常に素晴らしく、最後まで引き込まれて拝聴しました。 

特に印象的だったのは、冒頭で立松さんが「これは精神的な取り組みなんだ」と語り、最

後に「微々たるものだが、実際の行動が大切なんだ」と締めくくった部分です。志と実際

の行動を結びつける両面性が、最初と最後の伏線回収のような形で綺麗に繋がっており、

見事な構成でした。また、行方不明のフィルムを探すくだりなど、推理小説のようにワク

ワクさせる展開もあり、新しい発見とともに興味深く聴くことができました。 

改善点としては、やはり場面転換の分かりにくさが気になりました。上映会の場面で突然

自己紹介の音声が始まった際も、後から状況を理解したため、もう少し分かりやすい案内



があると良かったです。その点、ナレーションが入る部分は非常に良いアクセントになっ

ていました。 

こうした貴重な歴史や取り組みは今後も伝え続けていくべきであり、特に若い人たちが関

心を持てるよう、構成などをさらに工夫しながら末永く発信していくことが大切だと思い

ます。 

 

○全体的に素晴らしい内容で、地元栃木の放送局だからこそ制作できるスペシャル番組に

仕上がっています。ナレーションや音楽の使い方も良く、足尾鉱毒事件に秘められた歴史

や関係者の思いを通じて、これが過去の出来事ではなく今もなお続いている問題なのだと

再認識させられました。 

特に、立松和平さんの「心の中に木を植える運動」という言葉が印象的でした。物理的に

は気の遠くなるような活動であっても、参加した人々の心に環境保全への関心を育むとい

う、大きな効果があるのだと感じます。また、30年前の映像が関係者の熱い思いによって

映画として再現された経緯にも深く感銘を受けました。 

さらに、言葉としては知っていた「黄ぶな物語」の由来を詳しく知ることができたのも収

穫でした。「人間は自然の一部であり、住まわせてもらっていることを忘れてはならない」

という解説の通り、私たちは自然に対して常にもっと謙虚であるべきだと、改めて強く実

感させられる大変有意義な番組でした。 

 

○全体的に様々な気づきが得られる良い番組でした。 

番組のバックグラウンドミュージックについては、少し仰々しく感じられる部分がありま

した。また、放送時間についても、1時間は少し長すぎた印象を受けました。 

出演者に関しては、元参議院議員のお話が少し聞き取りにくかったため、より力強い言葉

が欲しかったです。同時に、立松和平さんご本人の特徴ある生の語りも、もう少し多く聴

きたかったと感じます。 

足尾での植樹活動は平らではない危険な山で行われており、その後の水やりも含めた現場

の本当の苦労が、番組を通じて非常によく分かりました。かつて谷中村などで多くの村民

が犠牲になった歴史も含め、こうした報道は今後もさらに続けていくべきと思いました。 

 

○全体的に非常に重厚な番組に仕上がっています。ただ、重厚なテーマだけに音楽が少し

仰々しく、映画の音声などの演出も含めて、やや大きく煽っているように感じられる部分

がありました。足尾鉱毒事件については当然、後世に語り継いでいく必要がありますし、

そこから始まった植樹活動が今も熱心に続いていることは大変有意義です。活動を続ける

人たちの志が及ぼす影響の大きさには本当に共感します。 

一方で、足尾という地域がいつも鉱毒とセットになり、ネガティブなイメージの伝承地と

してだけ捉えられてしまうと、今後の地域の未来展望が見えにくくなるのではないかとい

う思いもあります。番組の趣旨としてはこれで良いのですが、伝承の地としての役割と、



今もそこで暮らす人たちのこれからという視点とのバランスも、今後は大切になるのでは

ないでしょうか。 

○立松和平さんが「足尾に緑を育てる会」の創設メンバーの 1人であったことを初めて知

り、深く感銘を受けました。30年ほど活動を続けても目標の 100万本にはまだ遠く、育て

ることの難しさを実感する反面、「心に木を植える運動」という言葉の重みと大切さを改

めて認識しました。 

故人の強い思いを受け継ぎ、周囲の方々が見やすい形で世に出した映画をベースにした本

番組は、過去の貴重な音声やインタビューも非常にクリアで聞きやすく、足尾銅山の公害

の歴史や環境問題を深く考えさせる大変有意義な内容です。学校の授業などで活用するの

も良いと思います。 

ただ、1時間の番組としては少し長く、音楽の影響もあって全体的に重く感じられた部分

もありました。前編・後編に分けるなどの構成にしても良かったのではないかと思います。 

 

○栃木県民として、そして日本人としても決して忘れてはならない足尾の公害問題を伝え

る、非常に硬派で聞きごたえのある番組です。 

映画の音声や様々な方へのインタビューを通じて、この問題に多くの「人」が関わってき

た歴史がよく分かり、大変興味深く拝聴しました。当時の足尾町で若者が集っていた活気

ある場面など、当時の様子が鮮やかに思い起こされる構成も非常に良かったです。民放連

への賞への出品はもちろん、他局への番組提供や、映画の再上映時の活用など、今後多方

面に二次利用していく価値のある貴重な資料だと思います。また、音声しかないラジオと

いうメディアだからこそ、出演者の声から当時の映像が見たくなるような、想像力をかき

立てる不自由さの魅力が活きていました。 

改善点としては、足尾の歴史や「黄ぶな」の話など、場面展開の切り替わりが効果音だけ

では少し分かりにくく感じられました。内容に大変ボリュームがあるため、1回のスペシ

ャル番組として詰め込むのではなく、前後編などの連続物にすることで、より深く内容を

伝えられたのではないかと思います。 

 

○全体的に重厚で深みのある社会派の番組に仕上がっています。テーマが重い分、立松和

平さんがライフワークとして取り組んできた活動がよく分かり、非常に興味深く拝聴しま

した。 

ただ、立松和平さん繋がりということは納得できるものの、足尾の話と「黄ぶな物語」と

の関連性が少し分かりにくく感じられました。また、様々な記録をどう人々に伝えるかと

いう編集の難しさやご苦労、テロップやアニメを入れる工夫については、私自身の映画制

作の経験からも大変共感し、現場の苦労が偲ばれました。谷中村の元参議院議員との古い

繋がりや、娘の山中桃子さんのお話など、気づかされるエピソードも多く、大変良い番組

です。 

 



 

当社としては、これらの意見をもとに、今後の番組制作や広報に取り組んでいきたい旨を、

各委員に伝えた。 

 

（２）その他 

 

６．審議内容 

上記の通りであり、特に審議決定し、答申すべきものはなかった。 

 

７，番組審議会の意見の概要の公表 

当社の番組「栃木放送からのお知らせ」（2026年 7月 5日） 

当社のホームページに掲載（2026年 7月 6日） 

当社事務局に議事録備え置き（2026年 7月 6日～） 

 

以上 


